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ABSTRAGT 


Postembryonic Development of the Common Myriapoda of Japan XXIV. A New Species of 
the Family Henicopidae. Y. MURAKAMI (Oshima Chugakko, Niihama City, Ehime Pref.) 
Zool. Mag. 76 : 7—12 (1967) 

A new species of the Chilopodan subfamily Anopsobiinae is described from Japan. The 
discovery of the new species would seem to have little zoogeographic importance. Anopsabius 
japonicus, sp. nov. Easily distinguished from other members of the genus by the character 
of the coxal pores, which are situated on the last four pairs of legs, and by the number of 
joints of antennae. Both characters coxal pores and antennae closely related those of A. 
(Anopsobiella) dawydoffi ATT., but differs from A. dawydoffi in that the coxa of the 
last pair of legs with long lobate process and the legs are not modified. Color pale yello- 
wish brown. Length about 527771. Antennae are 18-jointed, the joints densely coverd with 
hairs; the basal joints rather large and the last joint as long as the two preceding joints 
together. Headplate is narrowed forward, slightly bordered on the posterior sides and with 
dispersed long hairs. No eyes. Toothed margin of toxicognaths slightly convex, 3+ 3 very 
small teeth, the median notch shallow. The tarsus and ungulum are fused, but clealy dis- 
tinguishable. The pleurites of the toxicognath segments are connected on the ventral side 
with a band. The sides of the labrum are smooth. The first segment of the telopodit of 
the 1. maxillae not fused with the coxa. Posterior angles of all tergites rounded, with 
sparse long hairs. Stigmata present on segments 3, 5, 8, 10, 12 and 14. Tibiae of pairs of 
legs 1 to 11 with small tooth-like process distally on the outer side. Tarsi of the first twelve 
pairs of legs one-jointed, and last three pairs of legs two-jointed. Praefemur and trochanter 
of the anal legs with one strong spine on each under side, in additionaly praefemur of legs 
12 to 15 with one small spine as in Lithobiidae. Legs are slender; with dispersed hairs, the 
ratio of length 13 to 15 is 10:13 : 22. Claws of legs 1.-14. are long with two accessory claws. 
Coxae of the last pair of legs produced distally into a spinous process as in other members 
of the subfamily. Coxal pores present on the last four legs, small and circular, arranged 1, 
2, 2, 2 or 2, 2, 2, 2. Gonopods of male and female, as shown in figures, have general 
structure. Holotype: 1$ (Length 5.5mm), Paratype: 12 (Length 5.0mm). Other speci- 
mens 3%, 29. Type locality: Sakuragi, Tanbara-cho, Ehime Pref. 18, 12, Nov. 23, 1964. 
36, 22, Nov. 1965 through Mar. 1966. All the types and specimens collected by the author 
and preserved in the author’s collection. (Received July 19, 1966) 


Zhi (1941) は 日 本 動物 分 類 に お いて 。 日 本 A. Lithobiidae 
の イシ ムカ デ の 分 類 を 次 の よう な 体系 に まとめ た 。 Bothropolys 
Lithobiomorpha ーー Monotarsobitus 
Lithobiomorphinae . Lithobius 
(BSR) 第 XXTHH 報 文中 の 誤植 (第 75 差 第 4 号 ) B. PERDAR | 
94 o Abstract の 店 の Fusiulus kurirai Esastigmatobius 
は Fusiulus kuritat の 誤り Lamyctes 
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At 上 
基 の 後 こ れ は 改変 され る こと こと な く , 現在 我が国 の 
イィ イシ ムカ デ 目 は 2 科 5 属 と な っ て に る 。 と の 中 , 
Henicopidae は Lithobiidae と 違っ た 特徴 を も ち , 
それ に つい て は 高 又 博士 が 述べ て いる 通り で あっ 
T, gip, 第 1 一 11 又は 第 14 歩 馬 まで の 膝 節 外 上 
敵 に 頭 著 な 歯 状 突起 を も つ 貞 が な と の 科 グ ルー プ を 容 
協 に 区 別 し 得 る 特徴 の 1 つ に な っ て いる 。 と と ろ 
で , 外国 に は と れ と 同様 に 歩 肝 の 腫 節 に 歯 状 突 起 を 
も つも る の に Anopsobiinae (Anopsobiidae) と 呼ば 
れる グル ー プ が ある の で ある 。 と の グルー プ の 特徴 
に つい て は 後 で 詳細 に 触れ る と と に し て , 先ず 挙げ 
れる 頸 著 な 特徴 は , 最終 歩 玉 の 基 節 の 後 端 が 長く 
BSC, その 先鋭 に 球状 を なす 点 に ある 。 世界 
Anopsobiinae (—idae) と 呼ば れる グル ー プ に 
所 属 ナ る も の に は 現在 次 の 4 Bobs, 

l. Anopsobius SILV., 1889 (Chile, Patagonia, 
New Zealand, South Africa 及び South Annan) 
2. Catanopsobius SILV., 1909 (Chile) 

3. Dichelobius ATT., 1911 (Australia と New 
Caledonia) 
4. Tasmanobius CHAMB., 1920 (Tasmania) 


> 
ミー 


~~ 
KO 


# 1 32 Henicopidae 


好 


sj 


と れ ら の 分 布 は ( ) 内 に 示す よう に , 1 例 を 除き 
いずれ $ 南 半球 の 特定 地域 に 限 ち られ を も の と 言 を 
So と と ろ が 著者 は 最近 四国 の 山地 か ら , maL 
が 第 12 一 15 歩 肢 に あり , Lis HERO ALIAS 
く 突 出し た 日 本 で は 珍し い イ シム カ デ を 発見 し た 。 
基 委 腺 孔 以外 の 特徴 か ら す れ ば , それ は まさ し くさく 
Anopsobiinae (—idae) に 所 為す る $ も の と 言 を , 分 
負 上 甚だ 興味 深い 。 著 者 は 再三 現地 を 訪れ て その 楼 
思 を 確 め 旦 形態 を 詳細 に 調べ た 結果 , それ が 新種 で 
ある こと と を 認め た 。 こ と ここ と に それ を 記載 し よう と 思う ら 5 
が, 分 類 学 的 位置 の 決定 に あたっ て 次 の よう に 考察 
し た の で ある 。 

Anopsobiinae (一 idae) と 呼ば れる グル ー プ の 取 
り 扱 い に つ いて , と れ ま で の 研究 を みる と 第 1 表 の 
よう ら に な っ て いら る 。 まず Verhoeff (1907) が A- 
nopsobius の た め 亜 科 Anopsobiinae を 設け た を 。 彼 
か Anopsobiinae を 区 別 す る を め に と りあ げ を 特徴 
は 現在 か ら み れ ば いく つか の 不 自然 き が ある が , そ 
れ は その 頃 Anopsobiinae と し て 知ら れ て い を た の は 
Anopsobius た だ 1 属 で あっ た を た の で ある か ら 無 理 か 
入る と で ある 。 それに し て る も 彼 が 設け た を とこ の タク 


A 


の 階 次 の 変遷 


Authors Family Subfamily Tribe and Subtribe 
Lithobiidae ー Lithobiinae ェ ーー Henicopini 
Verhoeff (1907) (Newport) | eins 
| ーー Anopsobiinae 
i — Henicopidae — Henicopinae 
Chamberlin | | リー Zvathobiin 
(1912, 1920) | BOS 
ー Anopsobiidae 
Henicopidae Henicopini Henicopini 
Attems (1926) | —Zygthobiini 
— Anopsobiini 
| Lithobioidae — Henicopidae Henicopinae | Henicopini 
Attems (1928) | ene 
— Anopsobiinae 
Verhoeff Desmopleura | Henicopidae 
(1925, 1934) — Anopsobiidae 
Henicopoidea Henicopidae —— Henicopinae 
Chamberlin ae A 
(1955, 1962) | Zygthobiinae 
'— Anopsobiidae 
panes Henicopidae | Henicopinae 
(1955) ーー Anopsobiinae 
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ソン と それ に つい て 述べ た 特徴 の 多く は , 其 の 後 の 
分 類 上 の 階 次 を 決定 する を ため に 重要 な 標 徴 と な っ て 
いる わけ で ある 。 と の Verhoef (1907) の 体系 , 
特に Henicopini の 取り 扱い に 対し て , Chamberlin 
(1912) は それ を より すり 高 次 の 科 グ ルー プ に すべ き を 
主張 し て Henicopidae を 設け , その 下 に Henico- 
pinae と Zygthobiinae の 2 亜 科 を 設け た 。 MGI 
つづ いて 発表 し た “The Myriopoda of the Au- 
stralian Region” (1920) の 中 で , Henicopidae に 
対立 し を Anopsobiidae を 設け , その 新 届 Tasma- 
zo の zzs を 記載 する と 共に , RELAIS & © BRR Ze 
を か か げた の で ある 。 HO Tasmanobius の 発見 に 
Lot, 現在 舌 ら れん て いる と の グルー プ の 人生 必 が と 
の と き 揃 っ た と 言え る 。 

1926 年 , Attems は Ktik-Krumb. Handbuch 
Zool. の 中 で , と の グル ー プ を Henicopidae の 1 族 
と し て Anopsobiini を 設け を た が , 2 年 後 (1928) に は 
それ を 高 次 の Anopsobiinae と し を 。 彼 の 主張 する 
と と ろ は , 多く の 事実 を 調べ た 結果 , Anopsobjidae 
を Henicopidae の 亜 科 と し て 扱う の が 適当 で ある 
と し て , Anopsobiidae と Henicopidae は 他 の Li- 
thobioidea に お いて み ら れ な いい くつ か の 顕著 を 特 
徴 で 共通 し て いる と と , 及び Lithobiidae と He- 
nicopidae に お ける 祖先 の 区 別 が より 古く て , He- 
nicopidae か 分 化し た 後 , それ が 本 enicopinae と 
Anopsobiinae に 再 分 化し た と 仮定 され る と 言う 5 と 


と ろ に ある 。 彼 が 示し て いる Henicopinae と A- 
nopsobiinae の 区 別 は 第 2 表 に 示す 8 標 微 を あげ る 
と と が で きる 。 又 彼 の 分 類 体系 に よれ ぜ , 日 本 産 の 
Lamyctes 属 は Henicopini CHAMB. に , 


Esastig- 
matobius 属 は Zygthobiini CHAMB. に 入る 。 以後 
Verhoeff (1925, 1934) と Chamberlin (1955, 
1962) は 共に 第 1 表 に 示す 通り . と の グル ー プ を 
Attems より る も 高階 次 と し て に る が, その 区 別 を 示 
す 特 徴 は に ずれ も Attems (1928) の 示す と と ろ と 
一 致し て に る 。 叉 南 阿 連邦 の Lawrence (1955) は 
Attems (1928) と 同じ 階 次 を 用 いて いる 。 以上 の よ 
5, これ まで の 研究 者 は と の 珍し い イ シム カ デ の 
グル ー ブ を 1 つの タク ソン と し て 取り 扱 ら と と に は 
一 致し て いる が か が , その 分 類 上 の 階 次 に つい て は 相違 
を みせ て いる わけ で ある 。 

さて 著者 が と と に 記載 し よう と する も の の 特徴 を 
第 2 表 に 示す 1. 一 8. の 各 標 徴 に つら て 対比 させ て 
RAL, 3. 一 8. で は Anopsobinae に 一 致し , 標 
徴 1. の 基 節 腺 孔 に つい て は , それ が 第 12 一 15 歩 肝 
に ある 点 で Henicopinae に 該当 する の で ある 。 X 
標 徴 2. okei, 両 亜 科 の 特徴 の 中 問 を 
示す 18 小 節 を も っ て いる 。 表示 し た 8 標 徴 の 中 , L 
と 3. の 特徴 は Attems, Chamberlin 及び Verhoeff 
の 3 氏 が 共に 一 致し て 挙げ て いる と と ろか ら , と の 
2 標 徴 が 両 亜 科 を 区 別 す る 上 で 甚だ 重要 な も の と み 
られ る の で ある 。 そう ら なると, と この 新種 が どちら の 


第 2 表 Henicopinae と Anopsobiinae の 相違 点 (Attems, 1928) 


= et Henicopinae Anopsobiinae 

1. 基 節 腺 孔 第 11, 12 又 は 第 13 歩 肢 よ り 始 まり , 多 | 第 1 人 と 第 15 歩 肢 
く は 第 13 一 15 歩 肢 に ある 

2. 触角 小 第 数 19 或 は それ 以上 13 一 17 小 第 

3. 第 15 歩 肢 の 基 節 突出 し な い 長く 究 き で て , RPR 

4. 第 1 小 顎 の 端 肢 第 1 節 | 内側 で 基 第 と 融合 する 基 衛 と 融合 する と と な く , 境界 明瞭 

5. 最終 歩 肢 EEIE: bb, RCH AIRS Y 

6. AB 通常 1 一 3, 稀 に な し な し 

7. & 門 通常 第 1, 3, 5, 6, 10, 12, 14, Æ | 第 3 5, 8, 10, 12, 14 或 は 第 3, 
wx 3, 5, 8 10, 12, 14 kkr | 10 歩 肢 
あり 

8. ROR a 第 1 一 13 歩 肢 で 1 一 3 小節 , 第 14 一 | 第} 一 12 歩 肢 で 1 小節, 第 13 一 15 歩 肢 


15 歩 肢 で 1 一 6 小節 , 第 15 歩 上肢 の 第 2 
足 公 が と き に は 多数 の 小 息 に 分 れる 


で 1 か と き に は 2 小節 
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Fig. 1. Anopsobtus japonicus, sp. nov. 


A, Outline of all tergites. B, Anterior end, dorsal view. 
Labrum. E, Anterior portion of prosternum. 
leg. I, Fifteenth leg. J, Tibia of eighth leg. 


Coxal process of fifteenth leg, lateral view. 
gonopods. Q-R, Female gonopods. 


亜 科 グル ー プ に 入る か , その 取り 扱 で に が 問 類 と を る 
2, 著者 は いま の と ころ と の 新種 を Anopsobiinae 
に 包 人 往き させ る と と に し た 。 と 言 ら の は , 基 節 腺 孔 の 


位置 は 後 用 発生 か ち み て 安室 し た 特徴 の 1 つ で あっ 


M, Coxal pores of last four legs. 


C, Maxillipedes and first legs. D, 
F, First maxillae. G, Eighth leg. H, Fourteenth 
K, Left coxa of fifteenth leg, ventral view. L, 


N-P, Male 


T, HM L LIVERREA LO CH ORB, 
Henicopinae の 中 に あっ て き , ZOLA S > ¢ 
つか の 居 グ ルー ププ が あり, 又 Lithobiidae の 中 に る 
Pseudolithobius の よう な 属 グ ルー プ も ある わけ で 
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ある 。 だ みか なら Anopsobiinae の 中 に る 基 節 腺 孔 の 位 
置 が 相違 する $ ゃ の も あっ て 不 自 然 で は な いし , E 
に , より 多く の 共通 し た 他 の 特徴 を 無視 する わけ に 
は いか な いと 考え る の で ある 。 本 新種 は , ARERI 
の 位置 , 触角 小 館 数 或 は 後方 歩 肢 の 列 の 在り 方 な 
Z, Henicopinae と Anopsobiinae の 特徴 を 兼 具 し 
て いて , COTE PS MRT WL — 7 ORR E 
らち か が か がら と と が で きる 。 TOM, 前 記し た Attems 
(1928) の 意見 に 秦 成 し 且 同 氏 の 用 いた 階 次 を 著者 
ゃ 又 用 いる も の で ある 。 以上 の 如く , と の 新種 が 
Anopsobiinae に 包含 され る と と に は まず 疑い な い 
ELT, 次 に と れ が 所 属す る 属 グ ルー プ の 間 類 と を 
る 。 

1938 年 , Attems は 卓 仏 領 イ ンド シナ の 南ア ン ナ 
ン 附 近 に て 採集 きれ た 多 足 類 の 中 か ら Anopsodbius 
(Anopsobiella) dawydoffi ATT. を 記載 し , 新 亜 属 
Anopsobiella を 設け た 。 Attems に よる と と の 亜 属 
が 他 の Anopobius と 区 別 さ れる 点 は 歯 数 と 第 14 一 
15 歩 肢 の 変形 に ある と し て いる が , A. dawydoffi 
は 基 人 節 腺 孔 が 12. 一 15. 歩 肢 に あり , 触角 が 18 小 侵 
で ある 。 と の 点 で と と に 記載 し よら と する 新種 と 一 
致し て いる と 言え る 。 その た め 著 者 は Anopsobiella 


inl 


を 独立 属 と し て 取り 扱う と と も 考え た が , A. dawy- 


doffi に は Anopsobiinae と し て 重要 な 最終 歩 懇 の 
基 侵 の 突出 と 同 転 侵 及 び 前 腸 節 の 大 副 を 全く 欠い て 


Fig. 2. Anopsobius japonicus, sp. nov. 


いる の で ある 。 と の 点 で と の 種 は Henicopinae iS 
BAINAN CRAD Shl bA DNS と 
の 疑問 を 明らか に する と と が で き な い た め , 本 新種 
を 一 応 Anopsobius に 所 属さ せる と と に し た が , と 
れ は 将来 再 検討 する 必要 が ある も の と 考え て いる 。 


本 新種 の 発見 に よっ て 日 本 産 Henicopidae を 次 の 


よう に 区 別 す る と と が で きる 。 
Henicopidae (Lives in Japan) 
A. Henicopinae 
| Esastigmatobius SILVESTRI 
Lamyctes MEINERT - 
B. Anopsobiinae 
Anopsobius SILVESTRI 
Anopsobius japonicus, sp. mov. (4 7 7 4 Y 
LAF) 
VERY Smm, (EIR a APE 18 小節 か 
ら な り , 第 1 一 2 小 館 が か いくらか 大 きく , 末端 小 館 
は 長く , 他 の 小節 は 長 さ と 幅 が ほ 信 同じ 。 各 小節 多 
E, 後方 へ の ば す と 第 4 珍 板 に 達する (第 2 凶 


_W)。 頭 板 は 縦横 の 径 が ほぼ 同じ し で, 縁取 り は HE 


の 後半 に 沿っ た わずか の 部 分 に あり , RRC 
Vo HRE OV FE, 眼 は 全く 欠け , 表面 に は 
比較 的 細長 い 刺 毛 が 垂 直 に 疎 生 し て いる (第 1 図 , 
B). AROMA + MOK FIDSHABS. SE AN BIO BE 
は 3 填 3 で 小さ く , Hicker th, ERRETO 


S, Fifteenth legs, dorsal view. T, Anterior end, ventral view. U, Fifteenth leg (right) lateral 
view. V, Adult male (Length 5.1 mm), dorsal view. W, Right antenna, ventral view. 
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く 。 副 一 は 細長 く , ARR > CHS. FARO RH 
は 腹 側 で 帯状 に 連絡 し , 第 1 歩 肢 体 分 の 胸板 と 顎 昧 
の 基 胸 板 と を 分 け て いる (第 1 図 , C RUCE) E 
肩 の 両側 に は 突起 物 或 は 切れ 込み な く , 中 央 小 歯 以 
外 は 平滑 無 毛 (第 1 R, D) 第 1 OD SME 1 i 
は 基 節 と 融合 せ ず , 両者 の 間 に 境 界 線 あり (第 1 区 , 
F2。 す べ て の 背 板 に 三角 状 突起 な く , MASAL 
く , 表面 に は 比較 的 長い 刺 毛 が 垂直 に 疎 生 し , 特に 
iP o RIEL Ro. APRE 3, 5, 8, 10, 
12 又 び 14 体 節 に 開く 。 第 1 一 11 歩 肢 の 腰 節 末端 に 
は 容 鋭 な 歯 状 突起 を つけ (第 1 図 , J), BAILS 
13 一 15 歩 肢 が 2 節 で , 他 の 歩 肢 は 1 節 。 第 12 一 15 歩 
HRD ARRAS OA ICS 1 Eo, 最終 
歩 朋 で は 更に 転 分 の 下面 未 端 と 前 有 節 下面 の 中 央 よ 

りや や 後 へ よっ を た ととろ に 各 1 本 の 大 連 を もつ 。 上 
肢 の 軸 は それ ら 以 外 に は な い 。 全 歩 肢 い ずれ る 刺 毛 
HREL, 細長 く , 特に 最終 歩 肢 は 繊細 で , 第 8, 
13—15 の 各 歩 肢 の 長 さ の 比 は 7:10:13: 22 で あぁ 
る 。 主 爪 は 最終 歩 肢 を 除き 他 の 歩 法 で は 2 本 の 副 爪 
を つけ る 。 第 15 歩 朋 の 基 節 は 末端 が 長く の び て , そ 
の 和 完 が 転 節 を 越え , AP Le ¢ ba (alo T 
そり , 表面 に 刺 毛 を つけ る 。 又 その 末端 は 純 と な っ 
て に る CBI, I, K, L 及び 第 2 図 , U)。 共 人 節 
腺 北 は 第 12 一 15 歩 朋 に あっ て , 小 円 形 , 数 は 2, 2, 
2, 2 aed, 2, 2, 2 で ある 。 

EIER | EORR 4 Bibb, 筆 状 で , K 
端 小 館 は 細長 く , KESRO DAREDA bio HE 
DEIRI 3 節 で 基 節 は 大 きく , ARR Oils 2 + 
2, 爪 は 強く 曲っ て 極め て 衝 鋭 な 鍋 状 を な す (第 1 
図 , NーR)。 

Holotype: 1 3 (体長 5.5mm), Paratype: 19 
(体長 5.0mm), fH 3S, 2 ゃ 。 産地 : 愛媛 県 周 
抄 郡 丹 原町 桜樹 。1964 年 11 月 23 日 1 る 及び 1『, 
1965 年 11 月 一 1966 年 3 月 3 6 及 び 2 ゃ 。 い ずれ る 著 
者 採集 保存 。 
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